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   ①誤入力修正：執筆者がキーボードの打ち間違いに気づいたときの再入力による修正。
     例） 【修正前】 そのことが，晩婚化ｍｐ
       【修正後】 そのことが，晩婚化の
     ⇒ 上記の例では mの左隣に nが，pの左隣に oがあり，指が右に一列ずれていたこ
とに気づき，修正。
   ② 誤変換修正：執筆者が意図していない表現に変換ソフトが変換したことに気づいたとき
の再入力による修正。
     例） 【修正前】 宮崎剣は 47都道府県の中で
       【修正後】 宮崎県は 47都道府県の中で
     ⇒「宮崎県」が「宮崎剣」と変換されていたことに気づき，修正。
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   ③ 文字パレット修正：執筆者が変換ソフトの通常の変換で意図する表現を出せない場合，
変換しやすい別の表現を経由して出したい文字を出し，それを利用して整える修正。
     例） 【修正前】 自分の利益を求めず，無理
       【修正中】 自分の利益を求めず，無失礼
       【修正後】 自分の利益を求めず，無礼な
     ⇒「無礼」という表現を出すため，変換しやすい「無理」と「失礼」を組み合わせて修正。
（2）記号の修正
   ④ 記号選択修正：句点，読点，カッコ，スペースなどの記号を，執筆者がより適切と考え
るものに変更，削除，追加する修正。
     例） 【修正前】 それは主に臨海部に位置している工場地帯とそれによる空気の汚染
       【修正後】 それは主に臨海部に位置している工場地帯と，それによる空気の汚染
     ⇒既出の文に，読み返しの段階で読点を加え，並列構造を明確にした修正。
（3）短い表現の修正（語句レベル）
   ⑤ 語句選択修正：文法的な問題はないが，執筆者が不適切だと考えた語彙的表現を，より
適切だと思われるものに変更する修正。
     例） 【修正前】  初めて東京に来たときはその，スケールの大きさや満員電車の混雑，
人の多さについてびっくりし，
       【修正後】  初めて東京に来たときはその，スケールの大きさや満員電車の混雑，
人の多さについて驚き，
     ⇒文体的な精度を高めるために，より適切と考える表現に言い換えた修正。
   ⑥ 語句精緻化修正：内容がより豊かになるように，具体的な表現を語句レベルで補足する
修正。
     例） 【修正前】 さらにその区間の短さによる料金は全国の新幹線の中で一番安く，
       【修正後】  さらにその区間の短さによる料金は 290円で全国の新幹線の中で一番
安く，
     ⇒文の内容のイメージを膨らませるため，具体的な表現を補足した修正。
   ⑦ 語句簡略化修正：情報が過剰にならないように，既出の表現を語句レベルで削除して簡
潔にする修正。
     例） 【修正前】 福島県福島市は福島県の県北地方に位置する人口約 30万人の都市で，
       【修正後】 福島県福島市は県北地方に位置する人口約 30万人の都市で，
     ⇒既出の文から，重複が感じられる表現を削除し，簡潔にした修正。
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（4）長い表現の修正（節レベル）
   ⑧ 節選択修正：不適切だと考えた表現を，より適切だと思われるものに変更する節レベル
での修正。
     例） 【修正前】 それこそが彼の一番の「ムジン紀行」です。
       【修正後】  それこそがキムスンオクさんの一番有名な作品でもある「ムジン紀行」
です。
     ⇒ 文自体の意味は変えず，伝達の精度を増すために，より適切な表現に置き換えた修
正。
   ⑨節精緻化修正：内容がより豊かになるように，具体的な節レベルの情報を補足する修正。
     例）  【修正前】  キョンポデはキョンポにある湖を一望に眺めることができるあずま屋
です。
       【修正後】  キョンポデはカンルンの中にある大きいキョンポにある湖を一望に眺
めることができるあずま屋です。
     ⇒既出の文に，イメージを膨らませるため，節レベルの具体的な情報を補足した修正。
   ⑩ 節簡略化修正：情報が過剰にならないように，既出の節レベルの表現を削除し，簡潔に
する修正。
     例） 【修正前】  他の国の文化や生活などに初めて知って接しただけではなくこういう
のもあったんだっていう新しい世界を見たような感じでした。
       【修正後】  他の国の文化や生活などに初めて知って新しい世界を見たような感じ
でした。
     ⇒既出の文から，過剰と判断した節レベルの表現を削除し，簡潔にした修正。
（5）文法の修正
   ⑪ 文法形式選択修正：不適切だと判断した文法形式を，より適切だと思われるものに変更
する修正。
     例） 【修正前】 そして，この「晩婚化」の言葉は人間にだんだん知っている。
       【修正後】 そして，この「晩婚化」の言葉は人間にだんだん知られる。
     ⇒ 既出の文を読み返し，文法的に不適切と考える表現を，適切と考えるものに置き換
える修正。
   ⑫ 係り受け修正：すでに書かれた文の中で不適切だと思われる修飾，非修飾関係をより適
切になるようにする修正。
     例） 【修正前】 以前は大多数の女性学校を出てから数年働き
       【修正後】 以前は大多数の女性が学校を出てから数年働き
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     ⇒ 既出の文を読み返し，前後の修飾関係が不適切だと判断したものを適切なものに修
正。
   ⑬ 係り先修正：書きかけた文をこのまま書きつづけると，そのあとに書く修飾先との関係
が不適切になることを予測して，より適切になるようにする修正。
     例） 【修正前】 晩婚化が止まるというのはすなわち結婚年齢の
       【修正後】 晩婚化が止まるというのはすなわち結婚をするか否かの境界に
       【修飾先】 到達するということであり，
     ⇒ 書いている途中で，後続との修飾関係が不適切になることを予測し，入力部分で修正。
（6）談話の修正（文，段落レベル）
   ⑭文連結修正：文章の流れを考えて，二つの文を一つの文につなぐ修正。
     例） 【修正前】  しかし，山の頂につく時，雄大で美しい山河を眺めるやいなや，熱と
疲れを気がつかなかった。とても綺麗であった。
       【修正後】  しかし，山の頂につく時，雄大で美しい山河を眺めるやいなや，熱と
疲れを気がつかなくて，とても綺麗であった。
     ⇒内容は変えず，もともと二つの文だったものを一つの文にした修正。
   ⑮文切断修正：文章の流れを考えて，一つの文を二つの文に分ける修正。
     例） 【修正前】  绥芬河という町は私の故郷が黒龍江省の東南部に置っている小さい町
だ。
       【修正後】  绥芬河という町は私の故郷だ。黒龍江省の東南部に置っている小さい
町だ。
     ⇒内容は変えず，もともと一つの文だったものを二つの文にした修正。
   ⑯段落連結修正：文章の流れを考えて，二つの段落を一つにつなぐ修正。




     ⇒もともと二つの段落だったものを，一つの段落につなげた修正。
   ⑰段落切断修正：文章の流れを考えて，一つの段落を二つに分ける修正。
     例） 【修正後】  刀削麺は一番有名ではありまでんげど，味がよくて，市民に愛さます。
（切断）
             鶏西の風景は言葉で説明できないほどきれいで，皆さんも機会があれ
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ば，ぜひ遊びに来てください。
     ⇒もともと一つの段落だったものを，二つの段落に分けた修正。
   ⑱ 先行文脈対応修正：すでに書かれた先行文脈と後続文脈の関係を考えて，両者の関係が
より適切になるようにする談話レベルでの修正。








     ⇒「これ」という後続文脈の指示詞が示している内容を明らかにした修正。
   ⑲ 先行文脈精緻化修正：すでに書かれた先行文脈と後続文脈の関係を考えて，先行文脈の
内容がより豊かになるように，新たな文や段落を挿入する修正。













     ⇒先行文脈に新たな文を複数挿入し，具体的な説明を追加した修正。
   ⑳ 先行文脈簡略化修正：情報が過剰にならないように，先行文脈の文や段落を削除し，内
容を簡潔にする修正。
     例） 【修正前】  アメリカでは，様々なメディアから独身のほうが楽だという意見が言
われている。ある作家は，我々は今まで結婚を賛美してきたのかもし





            晩婚化というのは，一般的に婚期を過ぎてする結婚をすることである。





            晩婚化というのは，一般的に婚期を過ぎてする結婚をすることである。
     ⇒先行文脈の一文を削除し，文章を簡潔にした修正。
	 	 	㉑	先行文脈移動修正：文章全体の構成を考えて，カット＆ペーストで文，段落の位置を移
す修正。
     例） 【修正前】  秋に行った，また紅葉見もできます。そしてそこの「川に漂流」とい
う刺激なレクリエーション項目はとても人気があります。風景区に近
いところに「柳河ダム」があります。
       【修正後】  秋に行った，また紅葉見もできます。そして風景区に近いところに「柳
河ダム」があります。そこの「川に漂流」という刺激なレクリエーショ
ン項目はとても人気があります。
     ⇒文章自体は変えず，一つの文を別の箇所にカット＆ペーストし，順序を変えた修正。
	 	 	㉒	後続文脈方向修正：書きかけた内容をこのまま書きつづけると，不適切な展開になるこ
とを予測して，執筆計画を変更し，新たな方向で書き出す修正。
     例） 【修正前】  阿武隈川という一級河川がある。福島県を縦貫し北へ流れ，宮城県へ
と延びる。私の家から約 5分，
       【修正後】  阿武隈川という一級河川がある。福島県を縦貫し北へ流れ，宮城県へ
と延びる。この巨大な川に福島市内で注ぎ込む小さな川が，摺上（す
りかみ）川だ。
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     例） 【修正前】 また，もう一つの難関はリズムについていけなかったことであった。
            （別段落）
            鏡に向かって，自分の動作を確認しながら練習していた。
       【修正後】 また，もう一つの難関はリズムについていけなかったのである。
            （別段落）
            鏡に向かって，自分の動作を確認しながら練習していたのである。
     ⇒既出の文を読み返し，文章全体から特定の部分を一括して変更した修正。
	 	 	㉔	復元修正：不適切な表現だといったんは判断したものの，元の表現のほうがよいと考え，
元に戻す修正。
     例） 【修正前】  また，ゴヤンシは首都のソウルとも港があるインチョンともついてる
ので方向を少しだけ変えて進むだけでも 1時間程度で海と大都市の雰
囲気を全て感じられます。有名な遺跡といえば
       【修正中】  また，ゴヤンシは首都のソウルとも港があるインチョンともついてる
ので方向を少しだけ変えて進むだけでも 1時間程度で海と大都市の雰
囲気を全て感じられます。（削除）
       【修正後】  また，ゴヤンシは首都のソウルとも港があるインチョンともついてる
ので方向を少しだけ変えて進むだけでも 1時間程度で海と大都市の雰
囲気を全て感じられます。有名な遺跡といえば









（1）入力操作 （2）記号 （3）短い表現 （4）長い表現 （5）文法 （6）談話 （7）特殊
日本人 1,773 310 1,838 681 1,031 463 411
韓国人 2,583 466 2,134 767 1,134 1,071 847
中国人 3,007 431 1,666 399 1,169 530 632














（1）入力操作 （2）記号 （3）短い表現 （4）長い表現 （5）文法 （6）談話 （7）特殊
日本人 −8.779** −1.744 9.085** 8.984** 4.240** −5.777** −6.199**
韓国人 −7.422** 0.032 -1.264 2.726** −5.831** 13.027** 5.824**
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生じるわけではなく，執筆過程で気づいた段階で自己修正を行っているように思われる。
表 3　日本語母語話者ジャンル別「修正の理由」のタグ実数
（1）入力操作 （2）記号 （3）短い表現 （4）長い表現 （5）文法 （6）談話 （7）特殊
説明文 674 117 686 270 396 160 147
意見文 543  89 601 227 329 165 134






（1）入力操作 （2）記号 （3）短い表現 （4）長い表現 （5）文法 （6）談話 （7）特殊
説明文 903 133 721 227 368 283 293
意見文 876 149 700 250 370 414 238
歴史文 804 184 713 290 396 374 316
表 5　表 4の調整済み標準化残差
（1）入力操作 （2）記号 （3）短い表現 （4）長い表現 （5）文法 （6）談話 （7）特殊
説明文 3.126** −1.886 1.423 −1.811 −0.057 −4.542** 1.349
意見文 0.794 −0.620 −0.550 −0.429 −0.508 3.968** −3.370**
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（χ2=94.906, df=12, p<.01）。そのため，各タグの残差分析を行い，結果として，表 7の調整済み標
準化残差が得られた。
表 6　中国人学習者ジャンル別「修正の理由」のタグ実数
（1）入力操作 （2）記号 （3）短い表現 （4）長い表現 （5）文法 （6）談話 （7）特殊
説明文 1,239 176 635 133 433 234 314
意見文 1,006 130 453 123 359 152 172
歴史文 762 125 578 143 377 144 146
表 7　表 6の調整済み標準化残差
（1）入力操作 （2）記号 （3）短い表現 （4）長い表現 （5）文法 （6）談話 （7）特殊
説明文 1.161 0.195 −2.131* −2.948** −2.529* 1.828 4.967**
意見文 4.372** −0.190 −3.376** 0.114 0.111 −0.979 −1.910






























日本人 1,098 661  14
韓国人 1,556 980  37
中国人 1,887 996 124
表 9　表 8の調整済み標準化残差
①誤入力 ②誤変換 ③パレット
日本人 0.171 1.430 −5.043**
韓国人 −1.661 2.919** −3.888**
































（χ2=146.97, df=6, p<.01）。その調整済み標準化残差の結果を表 11に示す。
表 10　（2）「記号の修正（④「記号選択修正」）」のタグ実数
句点 読点 カッコ スペース
日本人  9 233 46 22
韓国人 15 311 62 78
中国人 92 199 51 89
表 11　表 10の調整済み標準化残差
句点 読点 カッコ スペース
日本人 −4.648** 5.711** 1.006 −4.812**
韓国人 −5.975** 2.934** 0.107 0.818




































⑤語句選択 ⑥語句精緻化 ⑦語句簡略化 ⑧節選択 ⑨節精緻化 ⑩節簡略化
日本人 936 629 273 317 293 71
韓国人 1,031 816 287 282 423 62
中国人 883 561 222 156 195 48
表 13　表 12の調整済み標準化残差
（3）短い表現 （4）長い表現
⑤語句選択 ⑥語句精緻化 ⑦語句簡略化 ⑧節選択 ⑨節精緻化 ⑩節簡略化
日本人 0.392 −1.481 1.485 3.790** −4.138** 0.692
韓国人 −2.622** 3.253** −0.714 −3.028** 4.221** −2.091*
中国人 2.384* −1.937 −0.767 −0.817 −0.204 1.692
（* p<.05，** p<.01）
　カイ二乗検定を行った結果，統計的に各タグの実数の差には有意な関連があることがわかった



























（χ2=12.946, df=4, p=.011）。その調整済み標準化残差の結果を表 15に示す。
表 14　（5）「文法の修正」のタグ実数
⑪形式選択 ⑫係り受け ⑬係り先
日本人 386 155 490
韓国人 450 269 415
中国人 507 353 309
表 15　表 14の調整済み標準化残差
⑪形式選択 ⑫係り受け ⑬係り先
日本人 −2.239* −7.558** 8.923**
韓国人 −0.507 0.408 0.158






















































日本人 19  41  12  40  75 159 29 10 78
韓国人 37 109 186 160 103 336 42 59 39




















日本人 −0.313 −0.215 −5.512** −2.044* 4.772** −0.163 1.071 −3.435** 6.795**
韓国人 −1.487 1.104 6.101** 2.863** 0.233 −1.894 −1.753 −0.789 −4.997**
中国人 2.406* −1.368 −3.521** −2.160* −4.791** 2.845** 1.491 4.333** 0.753
（* p<.05，** p<.01）










































（χ2=92.522, df=2, p<.01）。また，その調整済み標準化残差の結果を表 19に示す。
表 18　（7）「特殊な修正」のタグ実数
㉓統一 ㉔復元
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関連Webサイト
『JCK作文コーパス』（研究代表者：金井勇人）http://nihongosakubun.sakura.ne.jp/corpus/（2018年 1月 10日確認）
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The Intention of Self-Revision in JSL Learners’ Writing Process: 
A Comparison between Native Japanese Speakers and  
Advanced Chinese and Korean JSL Learners
FUSE Yukoa　　　ISHIGURO Keib
aAdjunct Researcher, JSL Research Division, Research Department, NINJAL 
bJSL Research Division, Research Department, NINJAL
Abstract
To understand why university students learning Japanese self-revise their writing, this study 
analyzed their writing process in 2000-character-long essays by recording presses of the enter 
key and the delete key. The revisions were graded according to intention based on this record. 
A total of 180 essays were analyzed. The essays were categorized according to style (explanatory, 
opinionative, or historical) and the nationality of the students (20 Chinese, 20 Korean, and 20 
native Japanese speakers). The native speakers tended to focus on selecting appropriate expressions 
and expanding at the sentence level, the Korean students tended to emphasize enriching existing 
expressions and corrected themselves with regard to the overall composition of sentences, and the 
Chinese students tended to focus on local expressions in order to correct mistakes in input and 
grammar. The native speakers’ revisions consisted of (1) selecting expressions at the clause level, 
(2) correcting grammar in the middle of a sentence while expanding the preceding sentence, (3) 
adjusting expressions in light of the preceding context, and (4) revising wording based on the flow 
of the entire sentence. The Korean students’ revisions comprised (1) trial and error due to input 
and deletion, (2) clarification of intent by expanding expressions, and (3) correction by paragraph 
units. Finally, the Chinese students’ revisions were characterized by (1) adjustment of phrases, (2) 
revision of short expressions, (3) revision according to predicate dependency, and (4) revision and 
movement of sentences.
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